
 

 

 

 

 

 

「ミャンマー／ビルマご遺骨帰国運動」 

経過報告書 

 

２０１５年８月１日～２０１６年２月２１日現在 

 

 

 

 

 

 

 



マグウェー管区（州境のため、一部ザガイン管区を含む） 

１）マグウェー管区ガンゴー町カン村 

２名の日本兵が埋葬されている。地元民は１名の名前を U Kyan ma（？）と記憶している。 

北緯：２４度２５分８５６秒 

東経：０９４度２５分６０５秒 

 



２）同村 

地元の古老によると仏教寺院の南側に日本軍の駐屯地及び野戦病院があり、連合国軍の攻撃を

受け２５名程の日本兵が死亡した。 

北緯：２２度２４分８２１秒 

東経：０９４度０６分２４８秒 

 



３）ザガイン管区ガンゴー町カン村（マグウェー管区との境目） 

仏教寺院の背後に日本軍の駐屯地があったが、空爆により多数の死傷者が出た。火葬された兵

士達はこの地に埋葬された。この地が『戦史叢書 第三篇第一章インパール作戦、四〇一頁』

（防衛庁防衛研修所戦史室）に記載される「病院ハ左ノ如ク開設スヘシ・・・。第一野戦病院  

カンタ附近（カレミョウ南側）」に該当することを特定した。現在の地名はカンである。 

北緯：２２度２４分８８１秒 

東経：０９４度０６分１７７秒 

 



４）同村 

ジャングルの中にＭｒ．イトウのキャンプがあった。周辺では最大の駐屯地で食料等が保管さ

れていた。戦闘で無くなった兵士達の遺骨が埋葬されていると言う。 

北緯：２２度２４分１９８秒 

東経：０９４度０７分５０１秒 

 



５）マグウェー管区ガンゴー町カン村 

Mr.Phitaw cia（？）と古老が記憶している名の日本兵が亡くなり、ここに埋葬された。 

北緯：２２度２４分９４６秒 

東経：０８４度０６分２４８秒 

 



６）同村 

日本軍の駐屯地跡。ここに兵士の遺骨が埋葬されていると言う。 

北緯：２２度２４分９３１秒 

東経：０９４度０６分２４１秒 

 

 



７）マグウェー管区ティレン町 No.1 

日本軍駐屯地跡。英軍の空爆を受けて死亡した兵士の遺骨が埋葬されていると言う。 

北緯：２２度４５分９６７秒 

東経：０９５度３７分７７７秒 

ウー・ウィン・ミント氏の自宅に庭。 

 

 



８）同村 

U Win Myint 氏の庭に１名の日本兵が埋葬されている。 

北緯：２１度４１分４９１秒 

東経：０９４度０５分６２３秒 

 

 



９）同町ミョーマ No2 

U Hla Kyi 氏の宅地。空爆により屋敷が破壊された。U Hla Kyi 氏と日本兵がその空爆で亡くなっ

たと言われる。 

北緯：２１度４１分６２３秒 

東経：０９４度０５分６０１秒 

 

 



１０）同町 

日本軍の駐屯地跡。日本軍の兵士が埋葬されていると言う。現在は市場になっている。 

北緯：２１度４１分７５６秒 

東経：０９４度０５分５６５秒 

 

 



１１）マグウェー管区ガンゴー町テェラゥ村 

１名の日本兵が埋葬されていると言う。また、付近一帯では英軍の空爆によりたくさんの日本

兵が亡くなったと言われる。 

北緯：２１度４１分７６０秒 

東経：０９４度０５分５６５秒 

 

 



ザガイン管区 

１２）ザガイン管区キン・オー町 

ナカムラ・カヌオ（と言う名の将軍？）に率いられた部隊少なくとも約２０名が（ナカムラ氏

を含め）ここで戦死し埋葬された。 

北緯：２２度２５分６８５秒 

東経：０９４度０６分４７９秒 

 



１３）同町アウンティザ小学校 

日本軍部隊の埋葬地とされる。 

北緯：２２度４６分１４８秒 

東経：０９５度３７分５５２秒 

 

 



１４）同町、行政庁舎の敷地 

日本軍部隊の埋葬地と言われる。 

北緯：２２度４５分９６７秒 

東経：０９６度３７分５５２秒 

 



１５）同町、仏教寺院内 

日本軍部隊の埋葬地と言われる。 

北緯：２２度４５分９６７秒 

東経：０９５度３７分７８９秒 

 

 



１６）ザガイン管区カレーミョウ町チャウンリン村 

カレワ渡河点西方１０ｋｍの地点。英軍の空爆を受けた日本兵が死亡。人骨（破片）が出てき

た。 

北緯：２３度１２分０５９秒 

東経：０９４度１３分７０８秒 

 



１７）同町ドゥーウィン村 

カレワ渡河点西方１０ｋｍの地点。仏教学校の傍らに日本兵のものと思われる人骨があちこち

に埋まっていると言う。 

北緯：２３度１２分０４４秒 

東経：０９４度１３分７１０秒 

 



１８）ザガイン管区カター地区インドー・タウンシップ 

北緯：２０度５４分０５５秒 

東経：０９５度５５分９６７秒 

日本軍の洞窟のある野戦病院跡。当時ここに６００名の日本兵がいた。ご遺骨が残っているも

のと推測される。現在は国軍の管理地。 

 

 



 

（内部で発見された遺留品、硬貨、軍票） 

 

 

 

 

 



１９）同タウンシップ 

北緯：２４度１６分６１６秒 

東経：０９６度０７分２５６秒 

宇津木中尉埋葬地と墓標。 

 

 

 



２０）同タウンシップ、マウルー村 

北緯：２４度２７分９７２秒 

東経：０９６度１０分９７８秒 

ウー・イェ・ティント氏の庭にて日本兵のものと思われる遺骨を発見。 

 

 

 



２１）同タウンシップ、ヘンヌー村 

北緯：２４度２９分１７５秒 

東経：０９６度１１分３０９秒 

日本兵の埋葬地とされる。 

 

 



２２）同タウンシップ、カレン村 

北緯：２４度２８秒４９５秒 

東経：０９６度２８分３９８秒 

日本軍の駐屯地及び野戦病院跡地。多くの日本兵が埋葬されている。 

 

 

 

 



２３）ザガイン管区モーライク・タウンシップ 

北緯：２３度３３分４１６秒 

東経：０９３度０２分９５６秒 

日本軍の駐屯地跡。約５０名の兵士が埋葬されている。現在は地方庁舎の敷地内。 

 

 

 



２４）同タウンシップ 

北緯：２３度３８分２５８秒 

東経：０９４度２４分９５６秒 

日本軍駐屯地跡。ウー・ティー・レイ氏の庭に１名の日本軍兵士が埋葬されている。 

 

 

 

 



２５）ザガイン管区カレワ・タウンシップ、スウェチン村 

北緯：２３度３７分７９１秒 

東経：０９４度２４分８７４秒 

ウー・タン・シュウェ氏の敷地内にある日本軍駐屯地跡。ここに兵士埋葬の可能性有り。 

 

 

 



２６）同村 

北緯：２３度０９分５４３秒 

東経：０９４度２１分２１３秒 

ウー・タン・シュウェ氏の敷地内にある日本軍野戦病院跡。野戦病院には必ず埋葬地が敷設さ

れている。今も多くの遺留品が残されている。 

 

 

 



２７）同村 

北緯：２３度０９分０６０秒   東経：０９４度２１分２２３秒 

北緯：２３度０９分００９秒   東経：０９４度２１分１５２秒 

ドー・プア・テン女史の敷地内にある日本軍駐屯地跡。埋葬地の可能性有りと言う。 

 

 



２８）同タウンシップ、コーンギー村 

北緯：２３度１０分５４０秒 

東経：０９４度２０分３７７秒 

ウー・トゥン・マウ氏の敷地内に日本軍駐屯地跡。 

 

 

 

 



２９）同村 

北緯：２３度１０分４４８秒 

東経：０９４度２０分６８７秒 

ウー・トゥン・マウ氏の敷地内に日本軍野戦病院跡。野戦病院には必ず埋葬地が敷設されてい

るので遺骨がある可能性は高い。 

 

 

 



３０）同村 

北緯：２３度１０分１０２秒 

東経：０９４度２０分５０９秒 

ウー・セイン・ペア氏の敷地内にあった日本軍駐屯地跡。ここに１名の日本軍兵士が埋葬され

ている。 

 



カレン州 

３１）カレン州南部ＫＮＵ第６旅団実効支配地アプロン村（泰緬鉄道沿線） 

北緯：１５度２７分３８３秒 

東経：０９８度１３度７８１秒 

日本軍の野戦病院跡地。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３２）同村 

日本軍の病院の埋葬地。病院跡地の裏手の小高くなった場所。かなり大規模なもの。 

北緯：１５度２７分４３２秒 

東経：０９８度１３分８５８秒 

 

（大規模埋葬地） 

  

インタビューに応じて頂いたアプロン村の古老、ウー・チョー・ターさん（１１０歳）とマッ

シェさん（８１歳） 



３３）カレン州南部ＫＮＵ第６旅団実効支配地チャウンゾー村（泰緬鉄道沿線） 

日本軍の地下洞窟基地。 

北緯：１５度２３分４６５秒 

東経：０９８度１７分９９１秒 

 

 

 

 

 



３４）同村 

別の入り口から入った洞窟内で骨が入っている壷を発見した。 

北緯：１５度２３分４８７秒 

東経：０９８度１７分９９８秒 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３５）同村、同基地にある蛸壺陣地跡か。 

北緯：１５度２３分４８６秒 

東経：０９８度１７分９７４秒 

 

 

２３）同村、日本軍の水浴場跡 

北緯：１５度２３分４５４秒 

東経：０９８度１７分９７７秒 

  

 

 



３６）同村、同基地の傍にある埋葬地かと思われる場所 

北緯：１５度２３分５５９秒 

東経：０９８度１８分０４５秒 

案内人の話では『この場所は絶対に掘り返してはならないと言い聞かせられています。ここは

いつか日本人の手によって掘り起こされなければならない場所なんだそうです。ですので、こ

の場所だけは誰も手をつけていません。亡くなったお祖父さんは日本軍のことを良く知ってま

したので、ここはおそらく埋葬地なんだろうと親父から聞いています。』 

その場所は、地下洞窟まである基地中心部からは少し離れている。これは想像に過ぎないが鉄

道建設に使役させられた人達の埋葬地なのかもしれない。 

 

（ＫＮＵ：カレン民族同盟の遺骨調査隊） 

 

 



３７）カレン州南部ＫＮＵ第６旅団実効支配地ジャパン・レーランクー村（泰緬鉄道沿線） 

アプロン鉄橋の傍にあるジャパン・レーランクー村。「日本鉄橋村」(Japanese Iron-bridge 

village)という意味。鉄道跡付近にたくさんの空爆跡が残されている。 

北緯：１５度２３分６４３秒 

東経：０９８度１８分０８１秒 

 

（ジャパン・レーランクー村と空爆の跡） 

 

（アプロン鉄橋跡と泰緬鉄道が走っていた土手） 



バゴー管区 （※バゴー管区の調査地点はいずれも個人所有地） 

３８）タンタピン・タウンシップ、ナトヤ村 (Natyar village, Bago division) 

北緯：１８度４５分５７．１９秒 

東経：０９６度３０分３５．０９秒 

証言者：ウー・アヤ・マウン (U Aye Maung) ９０歳 

沢山の日本兵が戦死しここに埋められている。 

 

３９）同タウンシップ、ジゴン村 (Jiggon village, Thantapin town) 

北緯：１８度４０分３９．４０秒 

東経：０９６度２７分３４．５５秒 

証言者：ウー・アヤ・マウン (U Aye Maung) ９０歳 

１名の日本兵がここに埋葬されている。 

 



４０）同ジゴン村タ・ヤ・トウ (Tha Yat Taw, Jiggon village) 

北緯：１８度４０分４１．６５秒 

東経：０９６度２６分４２．６１秒 

証言者：ウー・ティン・マウン (U Tin Maung) ９０歳 

日本兵の埋葬地。 

 

４１）同ジゴン村タ・ヤ・トウ (Tha Yat Taw, Jiggon village) 

北緯：１８度４０分３８．９１秒 

東経：０９６度２６分４６．３２秒 

証言者：ウー・トゥン・シン ( U Htun Shin) ９２歳 

４～５名の日本兵が埋葬されている。 

 



４２）同ジゴン村タ・ヤ・トウ (Tha Yat Taw, Jiggon village) 

北緯：１８度４０分３７．７８秒 

東経：０９６度２６分３４．６３秒 

証言者：ウー・トゥン・シン ( U Htun Shin) ９２歳 

３～４名の日本兵が埋葬されている。 

 

４３）同タウンシップ、コンレタウン、ランカウェル村(Konlwetaung, Lankhwel village) 

北緯：１８度４９分１３．８９秒 

東経：０９６度３４分１１．６１秒 

証言者：アシン・サンダワヤ (Ashinsandawaya) ４０歳 

沢山の日本兵がこの地で戦死した。遺体は埋葬はされず放置されていた。 

 



４４）同タウンシップ、チョウンビンタ村 (Kyaungbintha, Thantapin town) 

北緯：１８度４０分９．３７秒 

東経：０９６度３６分２７．７２秒 

証言者：ウー・タイト・ムン (U Tite Mung) ９２歳 

沢山の日本兵がこの地で戦死した。遺体は埋葬はされず放置されていた。 

 

４５）同タウンシップ、タウン・コン村 (Taung kone village, Thantapin town) 

北緯：１８度４０分３３．９７秒 

東経：０９６度２６分５０．６２秒 

証言者：ダウ・メイ(Daw Myay) ７５歳 

日本兵がこの地で戦死した。 

 



４６）同タウンシップ、ナタク村 (Na Tan Ku village, Thantapin town) 

北緯：１８度４５分９．３３秒 

東経：０９６度３１分３０秒 

証言者：ウー・シュウェ・ペイ(U Shwe Phay)、ウー・フラ・ディン(U Hla Din) ９２歳 

沢山の日本兵がこの地で戦死した。 

 

４７）同タウンシップ、サテ・キ村 (Sate Kyi village) 

北緯：１８度５０分２８．１１秒 

東経：０９６度３０分１１．４１秒 

証言者：ウー・ティン・マウン(U Tin Maung) ９０歳 

正確な数は不明だが、この地で日本兵が戦死した。 

 



カチン州 

４８）ワインモー地区ナウンパカッ村とサンカン村の中間点（ミッチーナ東方へ車で約１時

間）。 

日本兵２名の埋葬地。 

証言者（案内人）：カッチョー村、ウー・ティン・ライ（U Tin Hlaing）氏、６５歳。 

「かつて古老達が語っていた話によると日本兵３名が食事を求めてナウンパカッ村にやって来

た際、英軍に発見され、食事中だった２名がその場で銃殺、その場を逃げた残る１名は川に飛

び込んで自決した。村人を怖がらせないために武器を付近のバナナ林の中に置いてきたことが

命取りとなってしまった。先の２名の遺体は、銃殺現場から３００ｍほど離れた場所に村人が

土葬した。現在もそのままになっている。」 

※外国人がこの地に入るには事前の許可が必要 

※現在、埋葬地は政府の管轄地 

北緯：２５度１７分００９秒 

東経：０９７度２３分３５０秒 

 

証言者のウー・ティン・ライ氏（左）と日本兵２名の埋葬地（右） 

 

 

 



４９）カチン州モウカウンタウンシップ、ピュントーンローン村 

同村の寺院内で僧侶が植樹のために土を掘り起こしたところ、日本兵のものと思われる遺骨と

遺留品が発見された。この地には連合国軍の空軍基地（飛行場）があり、古老たちは日本軍が

この飛行場を攻撃しに来て戦闘が起こったと語っていたという。発見された手榴弾や銃弾等は

現地の国軍が没収したが、遺骨は当寺院の僧侶が保管している。 

北緯２５度１４分７４３秒 

東経０９６度４６分５０２秒 

  

  

（遺骨を発見した僧侶）            （付近の景観） 

 

 

 



カヤー（カレニー）州 

５０）ロイコー市内 

ミャンマー国軍 Da-Ka-Ta 特別支部に日本軍の墓地を発見した。以前にはもっと多くの武器や遺

骨、墓があったが、軍の建物が建設されるなどしたため現在はわずかに墓地が残っている。 

北緯：１９度４０分３１．３９秒 

東経：０９７度１２分４９．４２秒 

標高：８６０ｍ 

 

 

 

 

 

 



マンダレー管区 

５１）マンダレー市アマラプラ・タウンシップ、中華街、アウンピンレー通り傍にあるゴミ捨

て場 

案内者のドー スェースェーテッ（５２歳）によると、かつてこの地の古老がここに１０名程

の日本兵の遺体が埋葬されたと語っていた。 

北緯：２１度５４分５５２秒 

東経：０９６度０３分３５６秒 

 

（現地の写真） 

 


